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月11日に、James MoriとLuis Riveraの2名によって偶然発見された（竹本修三・他, 2010）。この志
田が用いた傾斜計の変遷を調べていく過程で、佐々憲三らが1935～36 (昭和10～11) 年に、土地傾斜の近
距離多点観測に使用する目的で、10 組 (20 台)の石本式水平振子型傾斜計を阿武山地震観測所工作室で製
作していたことがわかった（佐 ,々 1940）。この頃から佐々研究室では、観測に使う計器は自分達で作ると
いう体制が整えられていたようである。 
















1935～36 年に阿武山地震観測所で製作された 10 組 (20 台)の石本式水平振子型傾斜計は、上記の林の
述懐に出てくる安田幾之助主任を中心に、伊東祐治、飯星 明、森本喜一郎といった技術系の職員が手がけ
たものであろう。また、佐々憲三が設計した佐々式大震計（水平動, 1.1倍）や佐々式強震計もこの時代に

















佐々・西村は、1943 年の鳥取地震（M=7.2）の際に，震央から約 60km 離れた兵庫県の生野鉱山の坑
道内に設置されていたスーパーインヴァール製水平振子型傾斜計の記録から、地震の約 6 時間前から 0.1
秒角に達する大きな傾斜変化を見出した（佐々，1944；佐々・西村，1951）。また、佐々らは槇峰及び生









1957 ～ 1958 年の国際地球観測年（IGY）に参加するため、地球物理学教室では田中耕三郎らによっ
て光学式吊り下げ型磁場変化計（variometer）が製作された。この装置は阿蘇火山研究所などで使用され




































旋盤：池貝製、ベルト駆動、8呎（フィート）、1923年(大正12年) 6月23日購入  
旋盤：池貝製、ベルト駆動、8呎（フィート）、1926年(大正15年) 8月4日購入  
精密卓上旋盤：NEUMANN製,ベルト駆動,900mm、1940年(昭和15年) 2月15日購入  
フライス盤：CINCINNATI製、1923年(大正12年) 3月19日購入  
ボール盤：遠州機械株式会社製、直立型、1958年(昭和33年) 2月26日購入 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 






ァール製 Bow-string 型伸縮計の設計・製作の中心となり、1965 年 10 月から 1966 年 1 月にかけて、田
中 豊、中川一郎とともにペルー・チリ両国を訪れ、ペルー国内 8 カ所、チリ国内 3 ヶ所の観測室に傾斜
計や伸縮計などの計器を設置している（地かく変動部門, 1967）。 
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員の配置の見直しが検討され、1991 年４月から防災計測技術系と情報解析技術系の 2 系からなる技術部
が設置された。さらに、1996 年 5 月には研究部門および附属施設に配置されていた技術系職員を統合・
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今井 溱さんが 奥さんと息子さんと三人で住んでおられた。 
その時代の今井さんは、午前零時頃にウィーヘルト地震計の煤書き記録紙を交換した後、朝まで本を読
んでいて、昼は寝ているという生活だった。当時私は、今井さんが何に心血を注いでおられるのかもわか
らず、仙人みたいな人だな、と思っていた。その後、私は防災研究所の助手になり、私自身も天ヶ瀬観測
所などで地震計の煤書き記録紙を交換したが、上賀茂で見た今井さんの煤書記録のようにきれいにいかず、
大分苦労をした。今井さんの煤書記録は、煤のムラがなく、糊の貼り合わせ部分も紙がほとんど盛り上が
っていない。名人芸というのはこういうものかとつくづく思った。 
